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◉
研
究
ノ
ー
ト

翻
刻
・
小
津
久
足
「
桂
窓
一
家
言
」（
上
）�

菱
岡
　
憲
司

小
津
久
足
「
桂
窓
一
家
言
」
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
紙
幅
の
都
合
で
掲
載
を
二
回

に
分
か
ち
、
条
番
号
の
1
～
100
ま
で
を
今
回
の
掲
載
分
と
す
る
。

小
津
久
足
（
桂
窓
、
一
八
〇
四
～
一
八
五
八
）
は
、
六
代
目
小
津
与
右
衛
門
と
し
て

生
業
の
干
鰯
問
屋
を
営
む
か
た
わ
ら
、
文
事
に
親
し
ん
だ
。
生
涯
に
四
十
六
篇
の

紀
行
文
を
綴
り
、
八
万
首
の
歌
を
詠
み
、
古
今
の
稀
書
を
蒐
め
、
馬
琴
と
小
説
に

関
す
る
評
答
を
交
わ
し
た
。
文
学
・
文
化
に
ま
つ
わ
る
久
足
の
興
味
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
右
の
紀
行
・
詠
歌
・
蔵
書
・
小
説
受
容
の
四
つ
の
営
み
が
文
事
の
中
心

と
い
え
る
。

先
般
、
縁
あ
っ
て
小
津
与
右
衛
門
家
の
現
当
主
小
津
陽
一
氏
の
知
遇
を
得
、
小

津
家
に
残
る
久
足
関
連
の
資
料
を
調
査
す
る
機
会
を
賜
っ
た
。
こ
の
度
、
翻
刻
紹

介
す
る
「
桂
窓
一
家
言
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
貴
重
な
資
料
の
調
査
・
翻
刻
の
許

可
を
い
た
だ
い
た
小
津
陽
一
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小
津
家
に
現
存
す
る
小
津
久
足
関
連
資
料
の
う
ち
、「
道
秀
居
士
伝　

家
の
昔

か
た
り
」
の
み
は
、
す
で
に
小
泉
裕
次
氏
に
よ
る
翻
刻
紹
介
が
備
わ
る
（「
小
津
久

足
自
筆
稿
本
『
小
津
氏
系
図
』
と
『
家
の
昔
か
た
り
』
に
つ
い
て
（
一
）（
二
）」「
鈴
屋
学
会
報
」

4
・
5
、
Ｓ
62
・
7
、
Ｓ
63
・
7
）。
詳
細
な
解
題
と
久
足
の
年
譜
を
付
し
た
小
泉
稿

は
、
久
足
研
究
の
基
本
文
献
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
、
小
津
与
右
衛
門
家
の
探

究
を
第
一
義
と
し
た
た
め
、
当
時
か
ら
小
津
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
他
の
資
料
に
は

あ
え
て
言
及
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
は
、

未
紹
介
の
文
献
に
も
多
く
の
価
値
が
見
出
せ
、
紀
行
・
詠
歌
・
蔵
書
・
小
説
受
容

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
新
知
見
を
も
た
ら
す
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
。

以
下
、
小
津
家
に
現
存
す
る
久
足
関
連
資
料
の
書
誌
を
記
す
。

道
秀
居
士
伝　
家
の
昔
か
た
り

三
代
小
津
与
右
衛
門
（
理ま
さ

香か

、
道
秀
居
士
）
の
伝
記
「
道
秀
居
士
伝
」
と
、

小
津
与
右
衛
門
家
の
記
録
「
家
の
昔
か
た
り
」
を
所
収
。
系
図
の
記
載
な
し
。

詳
細
は
小
泉
稿
を
参
照
の
こ
と
。
二
巻
一
冊
。
25
・
5
×
17
・
5
糎
。
仮
綴
・

袋
綴
。
共
表
紙
。
外
題
「
道
秀
居
士
伝
／
家
の
昔
か
た
り
／
系
図
」。
内
題
「
花

山
道
秀
居
士
伝
」（
一
二

丁
）。
一
〇
行
。
後
表
紙
と

も
五
一
丁
。
奥
書
「
弘
化

三
年
丙
午
七
月
／
六
代
小

津
与
右
衛
門
久
足
謹
誌
」。

「
家
の
昔
か
た
り
」
の
内
題

な
し
。
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桂
窓
一
家
言
草
稿

小
津
久
足
に
よ
る
歌
論
書
。
一
冊
。
25
・
5
×
17
・
4
糎
。
仮
綴
・
袋
綴
。

共
表
紙
。
外
題
「
桂
窓
一
家
言　

草
稿
」。
内
題
な
し
。
四
二
丁
。
反
故
の
紙

背
を
利
用
。

江
戸
歌
ひ
か
へ

小
津
久
足
詠
草
。
一
冊
。
12
・
2
×
16
・
6
糎
。
仮
綴
・
懐
紙
綴
。
共
表
紙
。

外
題
「
江
戸
／
歌
ひ
か
へ
」。
前
表
紙
と
も
一
六
丁
。
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〔
小
津
理
修
詠
草
〕

小
津
久
足
の
叔
父
、
小
津
理ま
さ

修の
り

（
五
代
目
与
右
衛
門
、
守
良
）
の
詠
草
。
本

居
春
庭
添
削
。
一
冊
。
12
・
3
×
17
・
5
糎
。
仮
綴
・
袋
綴
。
共
表
紙
。
外

題
「
理
修
／
上
／
丑
と
し
／
鈴
の
や
大
人
添
削
詠
草
」。
内
題
な
し
。
後
表
紙

と
も
五
九
丁
。

〔
小
津
理
修
詠
草
〕

小
津
理
修
の
詠
草
。
本
居
春
庭
添
削
。
一
冊
。
12
・
0
×
17
・
3
糎
。
仮
綴
・

袋
綴
。
共
表
紙
。
外
題
「
文
政
元
歳
／
寅
七
月
よ
り
／
す
ず
の
や
翁
添
削
詠

草
」。
内
題
な
し
。
六
九
丁
。
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蔵
書
目
録
続
篇
草
稿

西
荘
文
庫
目
録
の
草
稿
。
一
冊
。
25
・
3
×
17
・
4
糎
。
仮
綴
・
袋
綴
。
共

表
紙
。
外
題
「
桂
窓
／
蔵
書
目
録
〔
続
篇
／
草
稿
〕」。
内
題
な
し
。
半
葉
縦

五
行
×
横
三
列
、
柱
に
「
桂
窓
」
と
あ
る
罫
紙
。
匡
郭
17
・
7
×
12
・
7
糎
。

二
二
丁
半
。
構
成
：
神
典
・
国
史
・
雑
史
・
有
識
・
氏
族
・
和
歌
・
和
文
・

字
書
・
地
理
・
雑
・
好
古
・
図
。

書
目
録西

荘
文
庫
目
録
。
一
冊
。
12
・
4
×
34
・
9
糎
。
仮
綴
・
懐
紙
綴
。
共
表
紙
。

外
題
「
桂
窓
／
書
目
録
」。
内
題
な
し
。
両
表
紙
と
も
四
五
丁
。
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書
画
録小

津
久
足
所
蔵
の
書
画
目
録
。
一
冊
。
12
・
0
×
33
・
8
糎
。
仮
綴
・
懐
紙

綴
。
共
表
紙
。
外
題
「
桂
窓
／
書
画
録
」。
内
題
な
し
。
両
表
紙
と
も
二
六

丁
。
付
箋
多
し
。

久
足
筆
応
挙
画
番
附

小
津
久
足
所
蔵
の
円
山
応
挙
書
画
番
付
。
一
枚
。
38
・
0
×
58
・
3
糎
。
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東
行
雑
録

松
坂
よ
り
江
戸
店
へ
赴
く
折
の
手
控
。
一
冊
。
12
・
1
×
16
・
6
糎
。
仮
綴
・

懐
紙
綴
。
共
表
紙
。
外
題
「
桂
窓
／
東
行
雑
録
」。
内
題
な
し
。
三
二
丁
（
墨

付
二
三
丁
半
）。
見
消
多
し
。

今
回
、
ま
ず
は
「
桂
窓
一
家
言
」
を
翻
刻
す
る
。
他
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
小

津
陽
一
氏
の
格
別
の
ご
高
配
に
よ
り
、
順
次
、
紹
介
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
な

お
、「
桂
窓
一
家
言
」
の
内
容
解
説
は
、
次
号
の
解
題
に
譲
る
。

ま
た
、
右
以
外
に
も
、
小
津
家
に
は
以
下
の
資
料
が
伝
わ
る
。

嘉
永
二
年
己
酉
四
月
十
九
日
／
円
山
家
展
観

一
冊
。
版
本
。
14
・
0
×
10
・
0
糎
。
袋
綴
。
浅
黄
色
無
地
表
紙
。
外
題
「
嘉

永
二
年
己
酉
四
月
十
九
日
／
円
山
家
展
観
」
と
打
付
書
。
内
題
「
円
山
応
震
十

三
回
忌
追
福
遺
墨
展
観
」。
序
八
行
、
本
文
八
行
。
構
成
：
見
返
し
半
丁
・
序

一
丁
（
弦
堂
山
本
秀
夫
）・
本
文
一
七
丁
・
跋
一
丁
（
不
肖
孤
応
立
拝
撰
）。

応
挙
画
展
覧
会
出
品
目
録

一
冊
。
版
本
。
18
・
1
×
12
・
2
糎
。
袋
綴
。
薄
桃
色
無
地
表
紙
。
外
題
「
応

挙
画
展
覧
会
出
品
目
録　

全
」
墨
識
語
「
卅
三
年
再
三
調
査
／
卅
四
年
八
月

記
焉
」。
内
題
「〔
明
治
／
廿
二
年
／
五
月
〕
応
挙
画
展
覧
会
目
録
」。
八
丁
。

刊
記
「
明
治
二
十
二
年
五
月
十
七
日
印
刷
／
非
売
品
／
所
蔵
者
／
三
重
県
伊

勢
国
／
小
津
与
右
衛
門
／
印
刷
所
／
東
京
京
橋
区
西
紺
屋
町
廿
六
七
番
地
／

秀
英
舎
」。

桂
窓
好
鯉
封
筒

20
・
0
×
4
・
4
糎
。「
桂
窓
好
／
金
花
堂
製
」。

菊
銘
記三

代
小
津
与
右
衛
門
理
香
に
よ
る
菊
名
目
録
。
一
冊
。
8
・
5
×
22
・
1
糎
。

仮
綴
・
懐
紙
綴
。
共
表
紙
。
外
題
「
菊
銘
記
」。
後
表
紙
と
も
一
〇
丁
。

〔
円
山
応
挙
画
幅
目
録
〕

八
代
小
津
与
右
衛
門
に
よ
る
応
挙
書
画
目
録
。
一
枚
。
66
・
7
×
48
・
9
糎
。

別
紙
の
下
書
に
「
茲
ニ
掲
ル
応
挙
画
傑
作
ト
モ
云
ベ
キ
画
幅
ヲ
蔵
中
ヨ
リ
撰
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抜
シ
タ
画
幅
也
。
八
代
与
右
衛
門
誌
」
と
あ
り
。

〔
画
幅
目
録
〕

一
枚
。
28
・
3
×
20
・
2
糎
。
日
本
美
術
協
会
罫
紙
。
片
面
八
行
。

那
智
瀧
一
首
并
短
歌

小
津
久
足
歌
軸
。
一
軸
。
105
×
36
・
7
糎
。

桂
窓
翁
和
歌
一
首

小
津
久
足
歌
軸
。
一
軸
。
35
・
4
×
51
・
0
糎
。「
か
ず
な
ら
ぬ
／
身
の
お
も

ひ
出
も
／
な
き
世
か
は
／
芳
野
の
桜
／
さ
ら
し
な
の
月
／
久
足
」。

烟
草
と
い
ふ
も
の
を
よ
め
る
長
歌
み
じ
か
歌

小
津
久
足
歌
。
一
枚
。
26
・
5
×
50
・
3
糎
。

　
　
　

凡
例

一�

、
小
津
家
所
蔵
「
桂
窓
一
家
言
」
を
底
本
と
し
た
。

一�

、
底
本
は
草
稿
に
つ
き
推
敲
の
跡
が
甚
し
い
が
、
訂
正
後
の
文
字
を
翻
刻

し
、
見
消
・
抹
消
等
は
省
略
し
た
。

一�

、
適
宜
、
句
読
点
・
濁
点
・
括
弧
を
加
え
た
。

一�

、
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一�

、「
ゝ
」「
〳
〵
」
は
残
し
た
が
、
漢
字
の
後
の
「
〃
」「
〳
〵
」
等
は
「
々
」

に
統
一
し
た
。

一�

、
判
読
不
能
の
箇
所
は
□
に
て
示
し
、
判
読
で
き
な
い
理
由
を
（　

）
内
に

傍
書
し
た
。
ま
た
、
字
の
一
部
よ
り
推
定
し
た
文
字
は
□
で
囲
ん
だ
。

一�
、
条
ご
と
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
番
号
を
振
り
、
条
が
移
る
ご
と
に
一
行
空

け
た
。
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（
外
題
）
桂
窓
一
家
言 

草
稿

1	
歌
は
自
然
を
第
一
と
す
。
そ
の
訳
は
、
元
祖
と
尊
奉  　
　
　
　
　
　

  

結
句

そ
の
「
八
重
垣
を8

」
の
「
を8

」
文
字
に
意
味
ふ
か
く
こ
も
れ
り
。
こ
れ
歌
の
大
事

に
て
、
こ
の
御
歌
な
ど
は
、
た
く
み
に
せ
ん
と
て
神
の
よ
み
給
へ
る
に
は
あ
ら
ず
。

た
ゞ
あ
り
の
ま
ゝ
に
よ
み
給
ふ
中
、
わ
づ
か
一
字
に
意
味
い
ひ
し
ら
ず
ふ
か
き
を

勘
み
る
べ
し
。

2	

歌
よ
む
輩
、
か
り
に
も
人
の
歌
を
添
削
す
べ
か
ら
ず
。
又
か
り
に
も
師
と
な

る
こ
と
を
心
が
く
べ
か
ら
ず
。
人
の
歌
を
な
ほ
せ
ば
、
夫
に
て
執（
マ
マ
）行

に
な
る
こ
と

も
あ
れ
ど
、
お
ほ
く
は
人
の
難
を
い
ふ
に
付
て
は
、
わ
が
難
を
い
は
れ
じ
と
す
る

よ
り
、
自
然
に
わ
が
歌
が
つ
ぐ
む
な
り
。
歌
は
難
を
い
は
る
ゝ
こ
と
を
い
と
ひ
て

は
、
わ
が
力
よ
り
は
は
る
か
に
わ
る
く
な
る
也
。
た
ゞ
難
を
い
は
る
ゝ
を
か
ま
は

ず
、
ほ
め
ら
る
ゝ
を
心
が
け
ず
、
や
り
は
な
し
て
よ
む
が
よ
し
。
古
人
す
ら
今
の

人
の
難
を
ま
ぬ
が
れ
ず
。
ま
し
て
当
時
之
歌
よ
み
は
き
づ
（
マ
マ
）の

な
き
歌
は
出
来
が
た

し
。
き
ず
の
な
き
平
意
歌
よ
り
は
、
き
ず
の
あ
る
一
ふ
し
あ
る
歌
の
方
ま
さ
れ
り

と
お
も
ふ
べ
し
。

3	

定
家
卿
の
諸
道
一
致
と
い
は
れ
た
る
は
、
第
一
の
教
也
。
歌
の
道
に
な
づ
ま

ず
し
て
、
ひ
ろ
く
書
を
み
る
が
よ
し
。
こ
と
に
み
べ
き
は
詩
文
章
之
類
、
又
は
連

歌
之
書
、
俳
諧
も
芭
蕉
時
代
之
書
は
み
る
が
よ
し
。

4	

人
に
ほ
め
ら
ん
と
お
も
ひ
て
よ
む
は
大
に
た
が
へ
り
。
わ
ら
は
れ
ま
じ
と
お

も
ふ
も
た
が
へ
り
。
難
を
い
は
れ
じ
と
お
も
ふ
も
た
が
へ
り
。
た
ゞ
わ
が
性
を
性

（
ヤ
ブ
レ
）

と
し
て
、
他
に
か
ゝ
は
ら
ず
に
よ
む
が
よ
し
。
わ
ら
は
れ
じ
、
ほ
め
ら
れ
ん
、
難

を
い
は
れ
じ
と
お
も
ふ
人
は
、
歌
を
よ
ま
ぬ
が
よ
し
。
人
の
そ
し
り
を
お
そ
る
れ

ば
、
お
も
し
ろ
き
歌
は
と
て
も
出
来
ず
。
こ
れ
さ
わ
り
お
ほ
け
れ
ば
也
。
八
分
の

歌
な
ら
ば
、
お
も
し
ろ
み
な
く
と
も
難
は
あ
る
べ
し
。
難
あ
り
と
も
十
二  

分  

を 
 

心  

が
く
べ
し
。

5	

歌
は
達
者
に
よ
ん
で
、
あ
だ
矢
の
多
き
が
よ
し
。
一
々
金
玉
を
つ
ら
ね
ん
と

お
も
へ
ば
、
歌
は
た
く
み
に
て
も
、
星
眼
の
め
か
ら
み
る
と
愚
に
し
て
、
み
な
死

物
也
。
練
こ
と
は
こ
と
に
あ
し
ゝ
。
歌
は
心
ざ
し
を
い
ふ
が
主
な
れ
ば
、
三
十
一

文
字
腹
か
ら
出
た
所
が
、
た
と
へ
て
い
は
ゞ
人
の
生
れ
た
る
所
の
ご
と
し
。
手
は

手
、
足
は
足
と
む
ま
る
ゝ
も
の
に
て
は
な
き
を
お
も
ふ
べ
し
。
さ
れ
ば
、
始
お
も

ひ
つ
き
た
る
歌
を
、
こ
ゝ
を
な
を
し
そ
こ
を
直
し
て
練
人
は
、
歌
は
よ
く
な
り
て

も
、
こ
れ
人
形
の
ご
と
し
。
人
形
は
か
た
ち
よ
く
て
も
こ
し
ら
へ
も
の
也
。
た
と

へ
て
い
は
ゞ
、
ま
こ
と
に
生
た
る
人
の
ご
と
く
う
る
は
し
く
つ
く
り
た
る
好
人
形

に
て
も
、
醜
女
に
猶
し
か
ざ
る
を
お
も
ふ
べ
し
。
今
の
宗
匠
は
言
葉
の
き
り
う
り

を
し
て
弟
子
に
か
は
す
る
も
の
と
し
る
べ
し
。

6	

鏡
花
水
月
と
は
、
詩
を
つ
く
る
法
に
し
て
意
味
お
も
し
ろ
し
。
こ
の
句
の
意

味
を
味
（
マ
マ
）し

ら
ば
、
自
然
の
所
に
い
た
る
べ
し
。
さ
れ
ど
当
時
の
人
の
う
た
は
、
紙

に
て
つ
く
り
た
る
花
、
銀
の
紙
で
は
れ
る
月
の
よ
ふ
に
て
、
や
ゝ
も
す
る
と
芝
居

の
道
具
だ
て
と
い
ふ
も
の
ゝ
や
う
に
な
る
が
お
ほ
し
。

7	
歌
は
五
味
の
ご
と
く
、
性
得
、
苦
き
を
こ
の
む
と
甘
き
を
こ
の
む
と
が
あ
る

も
の
也
。
此
う
ま
れ
く
（
マ
マ
）て

も
ち
た
る
性
は
、
ど
ふ
も
な
を
り
が
た
し
。
師
た
る
も
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の
は
、
そ
の
五
味
を
よ
く
く
ひ
わ
け
て
歌
を
な
を
す
が
大
事
の
こ
と
な
る
を
、
自

が
あ
ま
い
が
す
き
な
る
師
匠
は
、
弟
子
の
に
が
い
の
を
あ
ま
ひ
や
う
に
す
る
が
常

也
。
わ
ら
ふ
べ
し
。

8	

古
き
書
を
よ
む
に
、
わ
か
ら
ぬ
所
は
わ
か
ら
ぬ
で
お
く
が
よ
し
。
今
案
を
く

わ
へ
て
注
す
る
ほ
ど
無
益
な
る
こ
と
は
な
し
。
先
達
も
わ
か
ら
ざ
る
か
ら
注
が
な

き
也
。
も
と
よ
り
注
尺
は
無
益
の
も
の
に
て
、
お
ほ
く
は
人
を
迷
す
の
障
と
な
る
。

自
一
箇
の
見
□（
ム
シ
）□

第
一
と
す
べ
し
。

9	

歌
の
難
儀
は
自
分
の
才
の
十
分
に
あ
ら
は
し
が
た
き
を
難
と
す
。
こ
れ
は
詩

や
俳
諧
と
す
こ
し
こ
と
な
る
所
也
。
こ
の
所
を
よ
く
考
て
随
分
才
の
あ
ら
は
る
ゝ

様
に
よ
む
を
手
柄
と
す
。

10	

歌
を
ね
る
人
は
醜
女
の
粧
の
長
き
に
類
す
。
粧
ふ
間
の
心
は
、
わ
が
か
ほ
の

見
に
く
き
を
よ
く
見
せ
ん
の
意
に
て
殊
勝
げ
な
れ
ど
、
鏡
台
を
た
つ
時
の
心
は
、

も
ふ
こ
れ
で
よ
い
と
お
も
ふ
は
い
と
あ
つ
か
ま
し
。
歌
を
ね
る
も
そ
の
通
に
て
、

も
ふ
は
（
マ
マ
）こ
れ
に
て
き
は
め
た
り
と
お
も
ふ
は
、
い
と
か
た
は
ら
い
た
し
。
た
ゞ
一

首
の
歌
に
ぐ
づ
〳
〵
こ
る
愚
人
が
千
日
か
ゝ
つ
た
と
て
、
よ
き
歌
の
出
来
る
は
づ

は
な
し
。
醜
女
が
千
日
よ
そ
ほ
ふ
て
も
、
美
女
に
な
ら
ぬ
を
お
も
ふ
べ
し
。
燈
下
は

あ
ざ
む
く
と
も
、
白
中
の
笑
を
ま
ぬ
が
れ
ず
。
う
た
は
白
中
を
愚
（
具
カ
）眼
の
人
に
比
す
。

11	

活
花
も
な
げ
い
れ
は
自
然
に
て
よ
し
。
遠
州
流
な
ど
い
ふ
も
の
は
、
一
葉
は

百
枝
に
な
り
、
水
仙
が
ま
が
り
、
一
向
性
を
う
し
な
ふ
也
。
歌
も
遠
州
流
が
お
ほ

き
は
な
げ
く
べ
し
。

12	

「
不
用
意
を
得
た
り
」
と
は
、
李
于
鱗
が
李
白
を
ほ
め
た
詞
也
。
こ
の
一
句
よ

き
を
し
へ
也
。
歌
も
こ
れ
を
お
も
ひ
て
、
練
て
益
な
き
こ
と
を
し
る
べ
し
。

13	

上
下
か
け
合
に
知
脉
な
ど
い
ふ
こ
と
歌
に
い
へ
ど
、
こ
れ
は
脉
が
あ
る
や
ら

な
い
や
ら
に
て
、
何
と
な
く
か
け
合
た
る
を
よ
し
と
す
。
脉
の
人
の
め
に
も
み
ゆ

る
は
、
こ
れ
病
と
お
も
へ
。
こ
れ
又
人
の
体
の
ご
と
く
な
り
。
か
け
合
い
も
別
に

ま
う
け
た
る
は
あ
し
く
、
縁
語
も
お
な
じ
こ
と
也
。
自
然
に
縁
語
か
け
合
の
具
し

た
る
を
よ
し
と
す
。
こ
れ
又
五
体
の
ご
と
く
也
。
五
体
も
自
然
に
て
別
に
つ
く
り

た
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
。

14	

歌
は
旅
行
の
道
の
ご
と
く
、
た
え
ず
さ
へ
よ
め
ば
自
然
に
妙
境
に
い
た
る
。

し
ひ
て
妙
境
を
え
ん
と
す
る
は
理
に
た
が
へ
り
。
心
の
ど
か
に
妙
境
に
い
た
る
を

ま
つ
べ
し
。

15	

た
ゞ
歌
は
お
ほ
く
よ
む
を
よ
し
と
す
。
あ
だ
矢
あ
り
て
も
其
内
的
に
あ
た
る

こ
と
あ
り
。

16	

人
の
歌
を
み
る
に
は
、
ほ
め
ん
と
お
も
ふ
て
よ
き
所
を
見
い
だ
す
心
得
に
て

見
る
べ
し
。
難
じ
ん
と
お
も
へ
ば
、
理
窟
に
お
ち
て
お
ほ
や
け
の
ろ
ん
た
ら
ず
。

17	

き
ず
あ
り
と
て
、
そ
の
人
の
歌
を
お
と
し
め
る
こ
と
な
か
れ
。
古
人
の
金
玉

に
も
な
ほ
き
ず
あ
り
。
ま
し
て
後
人
の
瓦
礫
を
や
。

18	
人
の
歌
を
難
じ
ん
と
お
も
は
ゞ
、
先
作
者
に
あ
ひ
て
、
と
く
と
意
味
を
聞
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た
ゞ
し
た
る
う
へ
に
て
論
ず
べ
し
。
さ
な
く
て
は
心
得
ち
が
ひ
あ
る
も
の
ぞ
。
ま

し
て
記
行
中
な
ど
の
う
た
、
わ
が
い
ま
だ
ゆ
か
ぬ
所
の
う
た
な
ど
は
、
猶
更
の
こ

と
也
。

19	

論
を
す
る
こ
と
第
一
の
悪
癖
也
。
論
は
つ
き
が
た
き
も
の
也
。
わ
れ
論
じ
え

た
り
と
お
も
ふ
と
も
、
具
眼
の
人
に
見
せ
ば
、
批
判
あ
る
こ
と
を
い
か
で
ま
ぬ
が

れ
ん
。

20	

て
に
は
は
音
曲
の
調
子
の
ご
と
く
自
然
の
も
の
に
し
て
、
あ
ふ
が
定
理
、
ち

が
ふ
が
理
外
也
。
そ
れ
を
さ
ま
〴
〵
の
書
□
（
ム
シ
）こ

し
ら
へ
て
、
て
に
は
を
論
ず
る
こ

と
愚
の
い
た
り
也
。
書
を
見
ず
し
て
は
、
て
に
は
と
ゝ
の
は
ぬ
万
人
は
、
一
生
の

う
ち
に
万
巻
の
書
よ
み
た
る
と
も
、
て
に
は
の
と
ゝ
の
は
ぬ
も
の
ぞ
。

21	

語
の
意
を
く
は
し
く
論
ず
べ
か
ら
ず
。
い
か
ば
か
り
伯

（
博
カ
）識

□（
ム
シ
）□

あ
り
と
も
、

「
い
」
と
い
ふ
は
な
ん
と
い
ふ
意
味
、「
ろ
は
」
い
ふ
は
何
と
い
ふ
意
味
と
い
ふ
こ

と
は
わ
か
る
ま
じ
。
さ
れ
ば
詞
は
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
、
古
人
の
遣
様
に
し
た
が
ひ

て
理
を
き
わ
め
ず
に
よ
む
が
よ
し
。

22	

歌
の
中
に
漢
語
を
ま
じ
ゆ
る
こ
と
か
ま
は
ぬ
こ
と
也
。
先
珍
重
す
べ
べ

（
マ
マ
）き

流

不
得
・
力
士
舞
（
儛
カ
）・

周
防
な
る
餓
鬼
な
ど
例
あ
り
て
、
か
ぞ
へ
あ
ぐ
る
に
い
と
ま
あ

ら
ず
。
そ
れ
を
し
ら
ず
に
し
ひ
て
和
訓
に
す
る
は
愚
也
。
仮
名
も
元
は
音
を
か
り

た
る
も
の
な
る
を
や
。
音
を
し
ひ
て
訓
に
す
る
は
、
詩
人
の
地
名
を
無
理
に
音
に

し
て
字
を
こ
し
ら
ゆ
る
類
に
て
、
お
ほ
や
け
な
ら
ず
。

23	

人
の
歌
を
難
ず
る
は
、
お
ほ
く
は
わ
が
意
に
か
な
は
ぬ
こ
と
を
し
て
難
と

す
。
こ
れ
大
い
な
る
わ
た
く
し
也
。
わ
れ
は
茶
が
す
き
で
も
、
人
は
酒
の
す
き
な

る
が
ご
と
し
。
草
木
も
上
え
の
び
も（
る
脱
カ
）のと

横
に
は
ふ
も
の
あ
る
が
ご
と
し
。

24	

講
釈
な
ど
き
く
も
愚
也
。
講
釈
を
き
か
ね
ば
わ
か
ら
ぬ
位
の
人
は
、
と
て
も

上
達
は
お
ぼ
つ
か
な
し
。
そ
れ
よ
り
講
釈
に
（
マ
マ
）き
ゝ
に
ゆ
く
ひ
ま
を
、
家
の
中
に
て

閑
に
書
を
よ
み
、
よ
く
考
へ
て
、
そ
の
上
わ
か
ら
ぬ
所
は
師
に
き
く
が
よ
く
、
読

書
百
遍
そ
の
意
に  

通
ず  

と
い
へ
ば
、
成
丈
は
自
身
が
考
見
よ
。
付
や
き
ば
ゝ
や

く
に
た
ゝ
ず
と
お
も
へ
。

25	

歌
を
よ
み
書
を
よ
む
輩
、
拙
を
蔵
す
る
こ
と
を
要
と
し
て
、
才
を
現
す
こ
と

を
要
と
す
る
こ
と
な
か
れ
。
才  

を  

あ
ら
は
ん（

さ
脱
カ
）とす
れ
ば
、
愚
を
あ
ら
は
す
こ
と

お
ほ
し
。

26	

師
と
な
る
こ
と
を
心
が
く
べ
か
ら
ざ
る
と
い
ふ
は
、
な
ま
じ
ゐ
の
学
問
に
て

人
を
さ
と
せ
ば
、
わ
が
一
人
の
あ
や
ま
り
を
衆
人
に
つ
と
ふ
。
わ
が
一
人
の
誤
は

さ
の
み
と
が
む
に
た
ら
ね
ど
、
衆
人
に
あ
や
ま
り
を
つ
た
へ
ん
こ
と
を
を
そ
る
。

27	

て
に
は
ゝ
達
意
の
上
に
て
な
き
も
の
也
。
詩
人
が
わ
が
詩
を
和
訓
に
と
な
ふ

る
を
き
く
に
、
て
に
は
ち
が
い
語
を
な
さ
ぬ
こ
と
を
き
か
ず
。
是
意
通
ず
れ
ば
也
。

そ
の
詩
人
に
歌
を
よ
ま
す
れ
ば
、
必
て
に
は
ゝ
ち
が
ふ
も
の
也
。
こ
れ
は
意
の
達

せ
ざ
る
に
あ
り
。
此
所
ふ
か
く
考
て
、
て
に
は
は
規
矩
に
か
ゝ
は
ら
ぬ
も
の
と
し

る
べ
し
。　
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28	

あ
る
説
に
、
書
は
尊
円
親
王
よ
り
あ
し
く
な
り
、
画
は
探
幽
よ
り
あ
し
く
な

る
と
い
へ
る
、
尤
な
り
。
歌
も
本
居
翁
よ
り
風
あ
し
く
な
る
。
こ
れ
そ
の
人
の
あ

し
き
に
あ
ら
ず
。
学
ぶ
風
の
あ
し
き
に
て
、
そ
の
説
に
な
づ
む
也
。
そ
の
う
へ
英

男
は
自
然
に
わ
が
風
に
お
よ
ぼ
さ
ん
こ
と
を
は
か
る
は
に
く
む
べ
し
。
た
ゞ
自
立

し
て
、
誰
の
風
に
よ
る
と
な
く
、
□
（
ム
シ
）来
の
名
人
の
よ
き
と
こ
ろ
に
め
を
つ
け
て
よ

め
ば
、
一
見
識
の
歌
は
出
き
る
も
の
也
。
歌
の
風
を
一
転
す
る
こ
と
、
其
人
の
ほ

ま
れ
な
れ
ど
、
さ
ま
た
げ
は
い
と
お
ほ
か
り
。
心
す
べ
し
。
さ
れ
ど
是
は
一
転
す

る
人
よ
り
殊
さ
ら
に
わ
ろ
し
。

29	

歌
を
よ
む
に
は
、
我
意
を
た
て
ゝ
古
人
の
糟
粕
を
な
む
べ
か
ら
ず
。
人
に
を

し
ゆ
る
に
は
、
我
意
を
す
て
ゝ
古
人
の
糟
粕
を
な
め
さ
す
が
よ
し
。

30	

歌
は
た
ゞ
自
然
を
第
一
と
し
て
、
さ
つ
と
よ
む
が
よ
し
。
其
中
に
は
自
然
の

意
味
出
来
る
も
の
な
り
。
山
海
珍
味
も
平
用
に
た
ら
ず
。
一
飯
命
を
つ
な
ぐ
の
用

を
な
す
歌
は
、
白
米
の
ご
と
く
に
て
も
黒
米
の
ご
と
く
に
て
も
、
よ
む
は
よ
し
。

珍
味
に
似
た
る
は
賞
す
る
類
に
あ
ら
ず
。

31	

『
万
葉
』
時
代
の
俗
な
る
を
み
よ
。
情
は
後
世
の
歌
に
百
倍
せ
り
。
情
は
『
万

葉
』
を
学
て
趣
向
は
今
の
よ
に
よ
む
を
ほ
ま
れ
と
す
。
こ
れ
所
謂
、
奪
体
（
胎
カ
）換

骨
。

当
時
は
奪
体
奪
骨
お
ほ
く
し
て
、
換
骨
を
し
た
る
人
す
く
な
き
は
、
な
げ
か
は
し
。

32	

和
学
者
と
い
ふ
も
の
は
昔
な
き
も
の
を
、
今
の
よ
に
第
一
の
様
に
和
学
者
達

が
さ
わ
ぐ
は
い
か
ゞ
。
む
か
し
も
大
学
寮
に
和
学
者
あ
る
を
き
か
ず
。
今
も
聖
堂

に
和
の
道
を
と
か
る
ゝ
を
き
か
ず
。
こ
れ
は
自
然
、
こ
の
国
に
ぐ
し
た
る
も
の
に

し
て
、
つ
く
り
も
の
に
は
あ
ら
ぬ
。
近
世
、
変
な
る
一
つ
の
名
目
出
来
た
る
は
甚

ふ
し
ぎ
に
て
、
か
た
は
ら
い
た
き
こ
と
也
。

33	

和
学
者
が
、
か
ら
を
そ
し
る
も
お
か
し
く
、
又
儒
者
が
日
本
国
を
お
と
し
む

る
も
を
か
し
。
ま
こ
と
に
皇
統
の
一
す
ぢ
に
神
代
よ
り
た
え
さ
せ
た
ま
は
ぬ
は
、

か
ら
国
の
お
よ
ぶ
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ず
。
又
文
化
の
盛
な
る
こ
と
は
、
日
本
の
お

よ
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
歌
も
文
も
文
華
の
う
ち
な
れ
ば
、
歌
人
の
漢
意
を
そ
し
る

こ
と
心
あ
る
べ
し
。

34	

当
時
の
う
た
は
、
お
ほ
く
は
つ
く
り
も
の
也
。
さ
れ
ば
漢
学
な
く
て
は
歌
の

た
め
に
あ
し
ゝ
。
儒
も
か
ゝ
る
泰
平
の
よ
に
む
ま
れ
て
、
わ
が
国
の
む
か
し
の
治

乱
得
失
を
学
問
あ
り
た
き
も
の
也
。

35	

机
上
に
か
ゝ
り
て
筆
と
る
も
の
は
、
唐
人
の
才
を
う
ら
や
む
べ
し
。
筆
硯
に

あ
そ
ぶ
こ
と
は
、
い
か
に
し
て
も
唐
人
の
日
本
人
に
ま
さ
る
こ
と
ゝ
ほ
し
。

36	

類
聚
之
書
、
近
来
追
々
に
出
る
は
人
を
文
盲
に
す
る
か
た
に
も
あ
れ
ど
、
又

調
法
な
り
。
こ
れ
は
類
聚
も
の
を
見
ず
に
な
に
ご
と
も
分
明
な
る
位
に
博
学
な
ら

ば
よ
け
れ
ど
、
さ
な
く
ば
な
ほ
類
聚
も
の
を
見
る
が
よ
し
。
類
聚
も
の
を
も
見
ぬ

人
に
は
猶
ま
さ
る
べ
し
。

37	
『
詞
の
玉
の
緒
』
は
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
、『
あ
ゆ
ひ
抄
』『
か
ざ
し
抄
』『
詞
の

や
ち
ま
た
』
必
見
る
べ
き
書
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
は
、
て
に
は
を
死
物
に
し
た
る
も

の
に
て
、
活
語
と
い
ふ
は
、
則
死
語
也
。
た
ゞ
古
歌
を
お
ほ
く
空
覚
し
て
、
ゝ
に



61

は
、
詞
の
遣
ひ
様
を
味
ふ
る
に
し
か
ず
。

38	
題
詠
の
歌
は
む
つ
か
し
く
、
実
詠
は
や
す
し
。
そ
れ
は
眼
前
に
あ
る
も
の
と

眼
前
に
な
い
も
の
を
ま
う
く
る
に
あ
り
。
実
詠
は
よ
み
歌
等
か
ぎ
れ
り
。
題
詠
は

つ
く
り
う
た
な
ら
で
は
ゆ
る
さ
ず
し
て
は
、
力
量
あ
ら
は
れ
が
た
し
。
さ
れ
ど
題

詠
も
、
山
花
な
ら
ば
よ
し
の
ゝ
花
み
し
時
の
こ
と
を
お
も
ひ
、
浦
月
な
ら
ば
あ
か

し
の
月
み
し
こ
と
を
お
も
ふ
が
よ
し
。
さ
は
い
へ
、
俳
人
が
芭
蕉
が
詞
を
と
め
て

行
脚
な
ど
も
し
て
、
自
然
実
景
も
み
た
れ
ど
、
歌
よ
み
は
不
風
流
に
て
、
名
所
古

跡
を
見
ん
よ
り
人
の
歌
の
難
を
い
ひ
、
て
に
は
が
ち
が
ふ
と
や
ら
い
ふ
こ
と
計
を

論
じ
て
、
所
謂
こ
た
つ
弁
慶
也
。
こ
れ
に
よ
り
て
自
然
実
景
に
う
と
け
れ
ば
、
こ

の
雅
地
に
い
た
り
が
た
し
。
歌
人
と
て
も
、
と
か
く
に
山
川
の
風
流
行
脚
せ
ず
し

て
は
、
歌
が
不
風
流
に
な
る
也
。
西
行
は
所
々
行
脚
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
歌
も
風
流

に
て
勢
あ
り
。
そ
の
西
行
の
風
を
歌
よ
み
は
ま
な
ば
ず
し
て
、
連
歌
師
の
宗
祇
、

俳
人
の
芭
蕉
に
と
ら
れ
た
る
は
、
尤
歌
よ
み
の
つ
た
な
き
こ
と
の
第
一
等
也
。
実

詠
に
は
さ
す
が
に
実
に
か
な
は
ぬ
こ
と
も
な
（
マ
マ
）な

け
れ
ど
、
題
詠
に
は
実
に
あ
は
ぬ

が
お
ほ
し
。

39	

詩
は
韻
字
平
仄
等
あ
り
て
、
入
れ
ば
か
へ
つ
て
や
す
し
。
歌
は
て
に
は
あ
れ

ど
、
こ
れ
そ
の
類
な
ら
ね
ば
、
ど
こ
ま
で
入
て
も
む
つ
か
し
。
よ
く
工
風
（
夫
カ
）す

べ
し
。

40	

和
文
は
漢
文
を
意
と
し
て
か
く
べ
し
。
男
子
が
『
源
氏
』
の
風
を
ま
な
ぶ
は

か
た
は
ら
い
た
し
。『
源
氏
』
ほ
ど
に
人
に
妙
な
ら
ぬ
書
は
な
し
。
歌
の
風
を
よ
は

く
し
、
又
男
の
文
を
変
生
女
子
の
様
に
す
る
。
た
ゞ
文
に
て
た
ふ
と
む
べ
き
は
、

『
平
家
物
語
』『
方
丈
記
』『
枕
草
子
』『
つ
れ
〴
〵
ぐ
さ
』、
ち
か
く
は
長
嘯
子
の
文

な
ど
め
で
た
し
。

41	

む
か
し
よ
み
た
る
書
を
今
猥
に
論
ず
べ
か
ら
ず
。
年
々
執
行
に
て
め
が
あ 
 

が  

れ
ば
、
む
か
し
み
し
見
に
て
論
ず
る
と
大
に
意
が
た
が
ふ
こ
と
も
あ
り
。
書
を

論
□（
ム
シ
）□

こ
と
お
よ
ば
じ
。
今
目
前
に
み
て
再
み
て
論
ず
る
が
よ
し
。
書
は
同
書
を

毎
年
よ
み
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
は
外
の
書
を
よ
む
ひ
ま
な
け
れ
ば
、
一
度
よ
ん
だ

る
書
は
先
本
箱
へ
入
て
、
し
み
に
く
は
す
る
こ
と
な
く
す
ぐ
し
た
る
あ
れ
ば
、
わ

か
ら
ぬ
な
ど
い
ふ
こ
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
今
よ
め
ば
わ
か
る
こ
と
多
し
。

42	

蕉
門
の
俳
諧
は
当
時
の
人
は
お
よ
ぶ
所
に
あ
ら
ず
。
そ
の
後
の
俳
諧
は
論
に

た
ら
ず
。
こ
れ
も
士
朗
よ
り
一
段
あ
し
く
な
り
た
り
。
今
の
よ
の
俳
人
は
そ
し
る

と
も
、
古
人
の
俳
諧
を
そ
し
る
べ
か
ら
ず
。
古
人
の
俳
諧
は
歌
人
の
お
よ
ば
ぬ
手

段
あ
り
。『
風
俗
文
選
』
を
み
よ
。『
源
氏
』
に
な
づ
ん
だ
る
和
文
の
か
け
て
も
お

よ
ぶ
手
際
か
は
。
昔
の
俳
人
は
学
問
を
か
く
し
て
つ
く
り
、
今
の
俳
人
は
学
問
の

な
い
の
に
あ
る
か
ほ
を
す
る
。
尤
に
く
む
べ
し
。

43	

『
太
平
記
』
あ
る
に
付
て
『
前
太
平
記
』『
後
太
平
記
』
を
つ
く
り
た
り
。  　

 

と
い
ふ
奴
ほ
ど
に
く
む
べ
き
は
な
し
。『
前
漢
書
』『
後
漢
書
』（

と
脱
カ
）いふ

例
さ
へ
あ
れ

ば
、
並
々
の
人
は
真
書
と
お
も
ふ
な
り
。
あ
ゝ
か
な
し
む
べ
し
。

44	

延
喜
已
来
の
国
史
が
誤
な
る
か
な
ら
ぬ
か
、
な
ほ
さ
ら
人
が
ま
よ
ふ
也
。
日

本
の
こ
と
を
し
ら
ん
と
お
も
は
じ
。

45	

『
日
本
史
』
又
は
『
王
代
一
覧
』
な
ど
を
み
た
し
。『
本
朝
通
鑑
』
め
で
た
き

（
ア
キ
）
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書
な
れ
ど
、
皇
国
を
呉
大
伯
末
と
い
ひ
た
る
た
は
□
□

（
ム
シ
）□
よ
り
て
よ
に
ひ
ろ
ま
ら

ず
。
を
し
き
こ
と
也
。
道
春
先
生
に
は
さ
ば
か
り
の
誤
な
か
り
し
か
ど
、
林
家
も

後
代
に
い
た
り
て
か
ゝ
る
誤
あ
り
。
こ
れ
唐
風
に
解
た
る
誤
也
。

46	

歌
は
五
体
の
外
な
ら
ね
ば
、
た
ゞ
自
然
を
た
ふ
と
ぶ
べ
し
。
た
く
み
は
第
二
、

た
く
み
に
も
な
く
お
だ
や
か
な
る
は
第
三
也
。
さ
る
を
た
く
ま
ん
と
し
て
、
月
を

あ
か
き
と
い
は
ん
と
し
て
は
、
赤
き
も
の
ゝ
よ
ふ
に
よ
み
な
ど
す
る
類
、
い
か
ほ

ど
歌
は
た
く
み
で
も
、
と
る
に
た
ら
ぬ
こ
と
ぞ
か
し
。
柳
は
緑
、
花
は
紅
と
い
ふ

は
、
歌
の
う
へ
に
も
あ
る
こ
と
也
。

47	

八
代
集
は
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
、
二
十
一
代
集
、
そ
の
外
家
々
の
集
、
尤
手
本

と
し
て
、
時
々
の
風
体
の
う
つ
り
か
は
り
を
よ
く
考
み
よ
。『
金
葉
』『
詞
花
』『
玉

葉
』『
風
雅
』
は
歌
に
器
量
あ
り
て
、
一
ふ
し
あ
る
こ
と
尊
ぶ
べ
し
。
俊
頼
は
尤
名

人
、
鎌
倉
左
大
臣
は
見
識
あ
り
。
西
行
は
凡
調
に
あ
ら
ず
。
為
兼
卿
は
名
人
也
。

こ
の
卿
は
歌
の
み
な
ら
ず
、
志
し
の
た
か
く  

を  

か
し
き
こ
と
『
つ
れ
〴
〵
ぐ
さ
』

を
み
て
も
し
る
べ
し
。
尤
資
時
（
朝
カ
）卿
の
こ
と
を
、
し
か
〴
〵
い
は
れ
た
る
こ
と
ば
も
、

よ
く
情
を
う
か
み
た
り
。
こ
ゝ
ら
は
歌
道
に
も
か
け
て
味
へ
み
よ
。

48	

風
流
幽
閑
は
尤
珍
重
す
べ
し
。
窮
理
議
論
は
歌
の
う
へ
に
□

（
ひ
カ
）か

ら
ず
。

49	

硯
風
致
ち
か
き
歌
に
て
も
韻
あ
る
歌
尤
よ
ろ
し
け
れ
ど
、
今
は
風
致
歌
韻
は

下
手
の
か
へ
名
に
遣
ふ
も
お
ほ
し
。
心
せ
よ
。

50	

歌
合
の
評
ほ
ど
費
な
る
こ
と
は
な
し
。
む
か
し
の
ご
と
く
左
右
つ
く
り
も
の

な
ど
あ
り
て
、
風
流
を
き
そ
は
せ
た
る
は
尤
珍
重
す
べ
け
れ
ど
、
中
昔
よ
り
評
者

判
者
な
ど
あ
り
て
、
□
（
ム
シ
）事

訴
訟
の
ご
と
き
も
の
に
な
り
て
、
理
の
あ
る
方
が
か
つ

は
尤
い
や
な
る
こ
と
也
。
そ
の
臭
気
今
に
転
じ
て
、
歌
商
人
の
名
売
、
歌
公
事
師

の
お
ほ
き
は
な
げ
く
べ
し
。
好
憎
を
主
也
。

51	

歌
を
よ
む
に
は
、
猪
と
蟹
を
手
本
に
す
べ
し
。
す
ぐ
に
ゆ
く
計
で
も
ゆ
か
ず
、

横
に
も
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ず
、
一
方
か
け
て
は
□（
ム
シ
）□

し
が
た
し
。

52	

歌
は
曲
物
を
つ
か
ね
る
が
ご
と
く
、
詩
は
箱
を
さ
す
が
ご
と
し
。

53	

冷
泉
為
村
卿
に
人
が
道
を
と
ひ
し
時
、「『
こ
の
花
は
あ
た
ご
の
山
の
山
ざ
く

ら
人
の
く
れ
し
を
ま
ゐ
ら
す
る
也
』
こ
れ
が
則
歌
也
」
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
こ
そ
、

千
古
の
金
言
、
自
然
を
尊
む
鑑
と
す
べ
し
。

54	

歌
は
と
ゝ
の
ひ
す
ぐ
れ
ば
俗
に
な
る
。
風
韻
す
ぐ
れ
ば
□

（
ム
シ
）う
す
く
な
る
。
た

く
み
す
ぐ
れ
ば
実
に
う
と
く
な
る
。
用
心
す
ぐ
れ
ば
お
も
し
ろ
み
す
く
な
く
な

る
。
め
づ
ら
し
す
ぎ
れ
ば
異
体
に
な
る
。
ね
り
す
ぐ
れ
ば
死
物
に
な
る
。
情
を
う

が
ち
す
ぐ
れ
ば
い
や
し
く
な
る
。
趣
向
す
ぐ
れ
ば
こ
し
ら
へ
も
の
に
な
る
。

55	

歌
よ
み
に
好
と
執
心
あ
り
。
好
な
る
人
は
、
必
下
手
な
る
も
の
、
執
心
な
る

人
は
必
上
手
な
る
も
の
也
。
そ
れ
は
好
は
歌
に
ふ
け
り
て
く
る
し
ま
ず
、
執
心
は

歌
を
つ
□（
ム
シ
）□

て
歌
に
く
る
し
め
ば
也
。
歌
で
た
の
し
む
や
う
に
て
は
、
一
生
出
来

ぬ
も
の
也
。
下
手
の
横
ず
き
と
い
ふ
は
よ
し
。
す
き
こ
そ
も
の
ゝ
上
手
な
る
と
い

ふ
は
た
が
へ
り
。
執
心
こ
そ
も
の
ゝ
上
手
な
れ
と
い
ふ
べ
し
。
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56	

常
々
書
を
よ
み
て
く
る
し
む
べ
し
。
歌
を
よ
む
段
に
あ
つ
て
は
、
書
を
も
み

ず
、
く
る
し
ま
ず
に
や
す
〳
〵
と
よ
む
べ
し
。
常
々
く
る
し
ま
ず
に
、
歌
よ
む
時

計
く
る
し
ん
で
は
出
来
ぬ
も
の
也
。
作
例
も
常
々
み
て
歌
よ
む
時
に
は
み
る
べ
か

ら
ず
。
歌
よ
む
時
は
戦
ひ
の
ご
と
し
。

57	

風
景
お
も
し
ろ
き
海
山
に
行
た
ら
ば
、
十
分
に
め
を
こ
ら
し
て
、
歌
を
よ
ま

ん
と
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
。
歌
を
よ
ま
ん
と
す
れ
ば
、
風
流
を
う
し
な
ひ
て
、
そ
の

け
し
き
も
よ
そ
に
な
る
も
の
也
。
ふ
と
出
来
た
ら
ば
よ
し
。
出
来
始
は
期
し
て
よ

む
が
よ
く
、
よ
ま
で
も
こ
と
た
り
な
ん
。
お
も
し
ろ
き
風
景
は
後
の
題
詠
の
料
に

す
る
に
は
し
か
ず
。

58	

鴬
を
か
ふ
人
は
引
板
か
け
て
花
に
来
る
鴬
を
お
ひ
、
菊
を
賞
す
る
人
は
花
を

心
な
く
き
り
と
る
。
こ
れ
そ
の
こ
と
に
な
づ
み
て
実
を
う
し
な
ふ
也
。
歌
も
や
ぶ

鴬
の
自
然
の
声
、
菊
は
花
を
賞
す
る
と
い
ふ
所
に
比
し
て
よ
む
べ
し
。

59	

上
代
の
人
の
心
は
な
ほ
く
し
て
、
教
な
く
て
よ
ろ
し
き
を
、
世
く
だ
る
に
付

て
、
こ
の
国
に
は
教
な
け
れ
ば
儒
教
仏
教
の
は
び
こ
り
た
る
は
よ
し
。
そ
れ
に
そ

の
二
教
を
に
く
み
て
、
古
学
じ
や
の
、
大
和
魂
じ
や
の
、
直
日
霊
じ
や
の
と
い
ふ

も
の
を
こ
し
ら
へ
て
、
上
古
に
か
へ
さ
ん
と
す
る
は
わ
ら
ふ
べ
し
。
今
の
よ
に
上

代
の
を
し
へ
を
も
て
き
た
ら
ば
、
一
日
も
を
さ
ま
る
べ
か
ら
ず
。
二
教
の
あ
る
は

中
々
よ
ろ
し
き
を
、
そ
れ
を
破
ら
ん
と
し
て
、
二
教
の
道
は
い
ら
ぬ
も
の
な
ど
い

ふ
は
、
か
た
は
ら
い
た
し
。
道
と
い
ふ
こ
と
、
こ
の
国
に
は
も
と
よ
り
な
け
れ
ば
、

二
教
の
道
が
則
道
也
。
こ
の
道
を
破
す
る
老
荘
の
道
と
は
こ
と
に
し
て
、
い
と
つ

た
な
し
。
老
荘
は
た
ふ
と
ぶ
べ
し
。
近
来
の
や
ま
と
だ
ま
し
ゐ
と
か
い
ふ
道
は
た

ふ
と
み
が
た
し
。

60	

歌
よ
む
人
は
、
初
心
の
歌
、
又
は
気
に
い
ら
ぬ
歌
を
見
て
、
こ
れ
で
は
歌
に

な
ら
ぬ
、
な
ど
ゝ
よ
く
い
ふ
も
の
也
。
こ
れ
は
甚
た
が
へ
る
こ
と
に
て
、
三
十
一

字
、
字
さ
へ
な
ら
べ
ば
、
た
と
へ
、
て
に
は
と
ゝ
の
は
ず
と
も
歌
也
。
古
人
も
「
鴬

と
蛙
を
さ
へ
」
な
ど
い
へ
り
。

61	

字
あ
ま
り
の
格
は
西
行
に
な
ら
ひ
て
、「
あ  

い
え  

を
」
の
文
字
な
く
と
も
よ

む
べ
し
。
古
人
の
い
は
ぬ
こ
と
也
と
も
よ
む
が
は
た
ら
き
也
。
ま
し
て
古
人
の
例

あ
れ
ば
猶
か
ま
は
ぬ
こ
と
也
。
西
行
の
歌
、
字
余
り
を
悪
風
と
い
ふ
は
、
大
な
る

わ
た
く
し
也
。

62	

『
言
の
葉
の
玉
緒
』
に
、
変
格
と
、
て
に
は
ち
が
い
と
を
た
て
た
る
は
、
こ
れ

わ
た
く
し
也
。
変
格
を
た
つ
る
か
ら
に
は
、
て
に
は
ち
が
ひ
も
変
格
に
い
る
べ
き

は
づ
也
。
詩
人
も
平
仄
の
た
が
へ
る
が
故
人
の
詩
に
い
と
お
ほ
し
。
こ
れ
詩
の
幽

玄
に
い
た
り
て
ふ
と
吾
を
わ
す
れ
た
る
お
も
し
ろ
み
意
外  

に  

あ
り
。
歌
の
て
に

は
ち
が
ひ
も
そ
の
類
也
。
趣
向
は
黒
木
の
ご
と
し
。
夫
に
墨
を
打
、
か
ん
な
に
て

け
づ
る
ま
で
が
う
た
也
。
夫
を
み
が
く
は
木
賊
に
か
け
る
に
ひ
と
し
く
、
か
へ
つ

て
自
然
の
趣
を
失
す
。

63	

「
ち
り
に
し
は
る
」
な
ど
い
ふ
こ
と
よ
み
て
く
る
し
か
ら
ず
。
古
人
の
例
あ
れ

ば
、
何
も
か
ま
わ
ぬ
こ
と
な
る
を
、
よ
む
が
あ
し
き
と
い
ふ
こ
と
わ
た
く
し
也
。

64	

か
け
合
は
あ
る
か
な
き
か
の
所
を
要
と
す
。
意
味
は
聞
ゆ
る
と
聞
え
ざ
る
の
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間
を
要
と
す
。
か
け
合
む
げ
に
な
き
は
あ
し
く
、
か
け
合
あ
り
す
ぎ
た
る
も
う
る

さ
し
。
聞
え
ぬ
も
と
る
に
た
ら
ず
。
聞
え
す
ぎ
た
る
は
俗
に
ち
か
く
あ
さ
し
。

65	
歌
を
歌

（
華
カ
）麗
に
せ
ん
と
お
も
ふ
は
、
料
理
人
の
み
え
を
よ
く
せ
ん
と
し
て
、
半

熟
の
も
の
を
く
わ
す
る
に
ひ
と
し
。
さ
ま
は
あ
し
て（
く
脱
カ
）もよ
く
熟
し
た
る
を
要
と
す
。

66	

英
男
人
を
あ
ざ
む
く
と
い
ふ
言
に
く
む
べ
し
。
ち
か
く
は
本
居
翁
も
徂
来

（
マ
マ
）も

そ
の
類
な
り
。
わ
が
才
あ
り
と
も
、
英
気
を
あ
ら
は
さ
ず
し
て
、
た
ゞ
英
男
に
あ

ざ
む
か
れ
ぬ
よ
ふ
に
す
る
が
よ
し
。

後
に
ア
リ

67	

琴
柱
に
に
か
は
す
る
こ
と
な
か
れ
。
さ
れ
ど
琴
柱
の
す
へ
所
を
我
意
も
て
か

へ
る
は
あ
し
ゝ
。

68	

近
来
の
歌
人
の
論
、
古
学
者
の
論
、
う
へ
は
大
和
魂
と
な
へ
て
も
、
皆
儒
学

の
糟
粕
を
な
め
て
、
お
ほ
く
は
り
く
つ
也
。
意
中
の
非
を
の
み
い
ひ
て
、
意
外
の

意
を
し
る
人
な
し
。

69	

不
解
の
所
は
難
じ
て
も
、
不
可
解
所
の
難
を
し
る
人
な
し
。
過
去
現
在
未

来
・
自
他
を
、
て
に
は
者
流
に
こ
と
〴
〵
し
く
い
へ
ど
、
な
ん
で
も
な
い
こ
と
に

て
、
俗
言
に
、
過
去
「
ゆ
ふ
べ
は
け
し
か
ら
ぬ
風
で
ご
ざ
り
ま
し
た
」、
雅
に
う
つ

せ
ば
「
よ
べ
は
あ
ら
き
風
な
り
し
」。
現
在
「
今
日
は
よ
い
天
気
で
ご
ざ
り
ま
す
」

「
け
ふ
は
よ
き
て
い
け
な
り
」。
未
来
「
ば
ん
ほ
ど
は
雨
が
ふ
り
ま
せ
う
」「
こ
よ
ひ

は
雨
ふ
る
べ
し
」。
他
「
か
ふ
お
つ
し
や
る
け
れ
ど
」「
か
く
あ
る
べ
け
れ
ど
」、
自

「
か
ふ
は
い
ふ
も
の
ゝ
」「
か
く
は
い
へ
ど
も
」。
此
と
ほ
り
に
て
、
雅
俗
一
致
た
る

を
し
る
べ
し
。
雅
俗
は
一
致
な
る
を
ま
ち
が
へ
た
る
よ
り
、
歌
よ
み
は
惣
髪
に
な

り
、
烏
帽
子
・
狩
衣
で
も
き
た
ひ
よ
ふ
に
な
る
。
俗
な
る
こ
と
に
て
も
例
が
あ
れ

ば
ゆ
る
す
も
私
也
。
例
な
く
て
も
か
ま
は
ぬ
こ
と
也
。

70	

後
来
の
詮
は
お
し
あ
て
の
説
お
ほ
し
。
英
男
に
あ
ざ
む
か
る
べ
か
ら
ず
。
本

居
翁
の
説
、
古
事
の
せ
ん
さ
く
な
ど
は
、
尤
益
あ
る
こ
と
お
ほ
け
れ
ど
、
一
ッ
の

道
な
ど
た
て
ら
れ
た
る
は
私
に
し
て
、
後
人
の
批
判
を
ま
ぬ
が
れ
ず
。
道
に
か
ゝ

り
た
る
書
は
、
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
、『
美
の
ゝ
家
つ
と
』『
玉
あ
ら
れ
』
な
ど
は
、

う
べ
な
ひ
が
た
き
こ
と
お
ほ
か
り
。
太
閤
が
三
韓
功
（
攻
カ
）に

ひ
と
し
き
こ
と
あ
り
て
、

苦
心
は
お
ほ
く
功
は
な（
マ
マ
）く

な
き
が
お
ほ
し
。
こ
れ
勢
に
乗
じ
ら
れ
た
る
も
の
か
。

真
淵
翁
の
説
は
や
ま
し
に
ち
か
き
こ
と
お
ほ
か
り
。
契
沖
の
説
い
づ
れ
も
よ
り
ど

こ
ろ
あ
り
て
よ
ろ
し
と
す
べ
し
。

71	

懐
紙
を
本
居
風
に
か
く
に
は
、
歌
と
の
み
か
け
る
も
私
也
。
こ
れ
は
和
歌
と

か
く
べ
し
。
懐
紙
の
九（
マ
マ
）十
九
十
九
三
は
堂
上
方
の
字
配
り
な
る
に
、
私
意
を
く
は

へ
て
歌
と
か
く
を
わ
ら
ふ
べ
し
。

72	

本
居
風
に
て
は
近
世
風
と
い
へ
ば
、
し
き
り
に
き
ら
へ
ど
、
近
世
風
則
自
然

一
転
し
き
た
る
も
の
に
て
、
さ
の
み
す
べ
か
ら
ず
。
此
所
の
取
捨
、
心
あ
る
べ
し
。

73	

み
だ
り
に
人
に
添
削
を
ね
が
ふ
は
、
は
ぬ
き
に
歯
を
み
す
る
が
ご
と
く
、
其

人
な
ほ
さ
ん
と
お
も
ふ
が
体
な
れ
ど
、
用
を
う
し
な
ふ
事
あ
り
て
、
こ
の
意
味
自

然
わ
き
ま
へ
た
る
人
に
見
す
べ
し
。
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74	

作
例
は
、
類
題
和
歌
集
は
誤
お
ほ
け
れ
ば
、『
題
林
愚
抄
』『
草
庵
集
』『
為
家

卿
集
』『
月
清
集
』『
新
葉
集
』
な
ど
よ
し
。
す
こ
し
上
達
し
た
れ
ば
、
二
十
一
代

集
『
万
葉
』『
夫
木
集
』
な
ど
を
常
に
み
て
、
歌
よ
む
場
に
か
ゝ
つ
て
は
、
さ
き
に

い
ふ
ご
と
く
作
例
を
見
ず
、
書
を
み
ぬ
様
に
す
る
が
よ
し
。

75	

歌
は
達
者
を
一
と
す
。
丹
練
遅
吟
は
あ
し
な
へ
の
ご
と
く
、
達
者
の
歌
は
勢

也
。
遅
吟
の
歌
は
勢
な
し
。

76	

め
づ
ら
し
き
こ
と
を
よ
む
は
尤
よ
ろ
し
け
れ
ど
、
あ
ま
り
め
づ
ら
し
す
ぎ
て

は
、
お
も
し
ろ
か
ら
ず
。
近
来
朝
が
ほ
が
は
や
れ
ば
、
種
々
の
あ
さ
が
ほ
が
出
来

る
様
に
な
つ
た
れ
ど
、
な
ほ
碧
花
に
す
ぐ
る
は
な
し
。

77	

学
問
す
る
に
は
わ
が
た
め
に
ま
な
ぶ
べ
し
。
人
の
た
め
を
お
も
ふ
べ
か
ら

ず
。
人
の
た
め
ま
な
べ
ば
、
無
益
の
こ
と
も
せ
ん
さ
く
せ
ん
と
し
、
わ
か
ら
ぬ
こ

と
も
あ
き
ら
め
ん
と
し
て
、
か
へ
り
て
僻
説
い
づ
る
も
の
也
。

78	

昔
の
人
の
金
玉
は
、
ね
り
み
が
き
た
る
か
ひ
も
あ
り
け
ん
。
今
の
よ
の
風
体

は
た
ゞ
そ
の
ま
ゝ
な
る
が
よ
し
。
い
か
ほ
ど
み
が
き
た
る
も
瓦
礫
に
て
は
光
を
生

じ
ん
や
。

79	

師
は
は
し
ご
也
。
そ
の
は
し
ご
を
か
け
て
、
わ
が
い
た
ら
ん
と
お
も
ふ
と
こ

ろ
に
の
ぼ
り
た
ら
ば
、
は
し
ご
は
す
て
ゝ
わ
が
色
を
た
つ
べ
し
。
さ
り
と
て
師
の

恩
は
わ
す
る
べ
か
ら
ず
。
忘
筌
の
い
ま
し
め
意
味
ふ
か
し
。

80	

題
詠
の
は
じ
ま
り
は
、「
花

（
月
カ
）入
花
灘
暗
」
と
い
ふ
題
が
は
じ
ま
り
に
て
、
う
た

の
会
と
い
ふ
も
こ
れ
ら
が
始
な
る
べ
し
。『
日
本
後
紀
』
を
案
ず
る
に
、
詩
の
御
会

は
を
り
〳
〵
あ
れ
ど
、
歌
の
会
と
い
ふ
こ
と
み
え
ず
。
よ
り
て
お
も
ふ
に
、『
万

葉
』
の
中
、
筑
紫
に
て
梅
の
歌
の
あ
る
は
、
ま
た
く
宴
の
さ
ま
な
る
が
、
こ
れ
は

つ
く
し
に
て
の
こ
と
な
れ
ば
、
か
ら
風
の
う
つ
り
た
る
に
て
、
集
り
て
歌
を
よ
む

は
、
も
と
は
唐
風
の
う
つ
れ
る
も
の
と
見
ゆ
。
も
と
よ
り
『
万
葉
』
よ
り
『
古
今
』

ま
で
の
間
は
、
詩
の
か
た
は
び
こ
り
た
る
も
の
と
見
え
て
、
さ
し
も
の
菅
公
す
ら

詩
文
に
御
名
た
か
く
し
て
、
猶
そ
の
時
代
の
君
だ
ち
は
詩
文
の
名
あ
る
に
も
、
そ

の
さ
ま
は
し
る
き
を
、
い
さ
ゝ
か
お
く
れ
て
貫
之
・
躬
恒
な
ど
い
ふ
人
い
で
ゝ
、

詩
文
よ
り
歌
の
名
た
か
く
な
り
、
や
ふ
〳
〵
も
と
の
ご
と
く
歌
は
行
れ
て
、『
古
今

集
』
て
ふ
も
の
出
来
す
よ
り
、
又
歌
の
代
と
な
れ
り
と
見
ゆ
。
よ
り
て
実
情
は
う

た
の
か
た
は
や
け
れ
ど
、
風
流
の
も
て
あ
そ
び
も
の
と
な
れ
る
は
、
詩
の
風
情
の

う
つ
り
た
る
な
れ
ば
、
歌
人
は
詩
の
こ
と
を
み
だ
り
に
そ
し
る
べ
か
ら
ず
。
今
の

よ
の
歌
は
実
情
よ
り
風
流
の
か
た
重
き
な
れ
ば
、
風
情
は
詩
よ
り
し
て
意
味
は
歌

を
む
ね
と
す
べ
か
ら
ん
や
。

81	

幽
玄
は
そ
の
人
の
心
に
あ
り
。
を
し
へ
に
あ
ら
ず
。
自
得
せ
ず
し
て
幽
玄
の

境
に
い
り
が
た
し
。

82	

上
の
句
に
得
意
の
趣
向
あ
ら
ば
、
下
の
句
を
さ
ら
り
と
な
が
す
べ
し
。
下
の

句
に
肝
（
関
カ
）目
の
趣
向
あ
ら
ば
、
上
の
句
を
平
意
に
す
べ
し
。
詞
の
つ
み
た
る
歌
は
よ

ろ
し
か
ら
ず
。

83	

今
ひ
と
つ
意
み
を
加
た
く
お
も
ふ
と
こ
ろ
は
、
そ
の
ま
ゝ
に
お
く
べ
し
。
し
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ひ
て
意
を
く
は
へ
ん
と
は
な
れ
も
の
に
な
る
。

84	
歌
は
な
が
す
べ
か
ら
ず
。
よ
ど
む
べ
か
ら
ず
。

85	

歌
は
強
若

（
弱
カ
）の
間
に
あ
り
。
力
あ
る
も
賞
し
が
た
く
、
よ
わ
き
は
な
ほ
さ
ら
也
。

86	

人
の
歌
を
難
ず
る
人
、
お
ほ
く
は
わ
が
こ
の
ま
ざ
る
歌
は
あ
し
く
い
ひ
な
し

て
、
そ
の
難
の
お
ほ
く
は
わ
た
く
し
の
難
也
。
こ
れ
わ
が
こ
の
む
食
は
う
ま
し
と

い
ひ
、
わ
が
き
ら
ふ
食
は
う
ま
か
ら
ず
と
い
ふ
に
ひ
と
し
き
私
也
。
わ
が
こ
の
む

所
こ
の
ま
ざ
る
所
は
し
ば
ら
く
お
き
て
、
そ
の
歌
の
高
拙
を
論
ず
る
こ
と
も
と
よ

り
也
。
よ
く
作
者
の
意
を
お
も
ひ
や
る
に
し
か
ず
。
こ
の
癖
お
ほ
く
は
人
の
師
た

る
人
に
こ
と
さ
ら
あ
り
。
古
人
の
歌
ま
で
、『
古
今
』
は
き
ら
ひ
『
新
古
今
』
は
す

き
な
ど
ゝ
い
ふ
わ
た
く
し
人
は
、
こ
と
に
論
ず
る
に
た
ら
ず
。

87	

長
歌
は
古
体
を
よ
む
べ
し
。
近
体
は
何
の
益
か
あ
ら
ん
。
古
風
の
長
歌
を
よ

め
ば
、『
万
葉
』
腹
に
入
て
力
量
と
な
る
。

88	

名
を
う
る
こ
と
第
一
の
非
見
識
な
り
。
た
ゞ
お
の
が
心
の
ま
ゝ
に
し
て
、
お

の
づ
か
ら
名
の
あ
ら
は
る
ゝ
を
ま
つ
が
よ
し
。

89	

詞
の
は
た
ら
き
は
益
な
り
。「
お
も
は
せ
て
」、「
お
も
は
し
て
」
に
て
意
は
通

ず
る
也
。「
お
も
は
ず
て
」
と
い
ひ
た
ら
ば
こ
そ
い
か
ゞ
な
ら
め
。
こ
と
に
ひ
と
つ

の
詞
を
元
と
し
て
、
こ
れ
は
何
段
こ
れ
は
何
段
と
い
ふ
よ
り
、
古
人
に
例
の
な
き

つ
か
ひ
ざ
ま
さ
へ
出
来
る
は
、
か
へ
り
て
は
た
ら
き
の
ち
が
ふ
と
い
ふ
詞
よ
り
罪

ふ
か
ゝ
る
べ
し
。

90	

情
は
木
の
ご
と
く
、
意
味
は
枝
葉
の
ご
と
く
、
趣
向
は
花
の
ご
と
し
。
よ
り

て
先
、
情
を
第
一
と
す
。
枝
葉
を
二
と
す
。
木
ぶ
り
枝
葉
あ
し
く
て
は
、
花
あ
り

て
も
か
ひ
な
く
、
詞
を
重
に
す
る
人
は
、
木
枝
葉
に
か
は（
マ
マ
）ま
ず
し
て
、
や
ゝ
も
す
れ

ば
生
木
の
花
を
さ
か
せ
す
ぎ
て
、
木
を
か
ら
す
に
い
た
る
。
こ
の
心
得
あ
る
べ
し
。

91	

歌
は
、
雲
の
上
人
の
情
を
通
じ
ん
と
し
て
下
情
に
通
ず
る
を
お
も
は
ぬ
人
お

ほ
け
れ
ど
、
雲
の
上
人
の
情
は
き
は
め
ず
て
あ
り
な
ん
。
き
は
め
た
り
と
も
お
よ

び
が
た
し
。
た
ゞ
下
情
に
通
ず
る
を
よ
し
と
す
。
さ
な
く
て
は
意
味
ふ
か
ゝ
ら
ず

し
て
、
人
を
か
ん
じ
さ
せ
が
た
し
。

92	

情
と
意
味
は
お
な
じ
様
に
て
こ
と
な
り
。
本
居
風
い
た
く
意
味
を
む
ね
と
し

て
情
あ
さ
し
。
意
味
を
え
た
る
は
人
は
あ
れ
ど
、
情
を
え
た
る
人
は
す
く
な
し
。

情
を
一
と
し
、
意
味
を
二
と
し
、
趣
向
を
三
と
し
、
詞
を
四
と
す
。
詞
を
い
と
ふ

て
み
だ
り
に
つ
か
は
ざ
る
人
は
、
道
ゆ
く
人
の
か
ご
に
の
る
が
ご
と
く
、
其
要
を

失
う
。

93	

人
の
歌
を
み
る
に
は
、
我
意
を
は
な
れ
て
歌
の
大
体
を
論
ず
べ
し
。
今
の
よ

の
さ
ま
を
み
る
に
、
師
と
い
は
る
ゝ
人
も
、
お
ほ
く
は
わ
が
好
き
な
る
を
ほ
め
、

わ
が
こ
の
ま
ざ
る
風
を
き
ら
ふ
。
こ
れ
お
ほ
や
け
に
あ
ら
ず
。
先
達
の
歴
々
が
あ

ま
た
あ
つ
ま
り
て
え
ら
ま
れ
た
る
撰
集
に
す
ら
、
わ
が
気
に
い
る
は
す
く
な
く
、

な
に
と
も
お
も
は
ぬ
が
お
ほ
き
は
、
こ
れ
好
き
嫌
の
わ
た
く
し
の
す
る
と
こ
ろ
に

て
、
そ
の
歌
の
拙
き
に
あ
ら
ず
。
さ
し
も
そ
の
時
々
の
歴
々
の
え
ら
ば
れ
た
る
集
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に
拙
き
う
た
あ
ら
ん
や
。
こ
れ
そ
の
人
々
の
心
に
よ
る
。『
万
葉
』
も
よ
し
、『
新

古
今
』
も
よ
し
、『
玉
葉
』『
風
雅
』
も
よ
し
、『
夫
木
』
も
よ
し
、
と
お
も
ふ
が
よ

し
。『
源
氏
物
語
』
を
お
き
て
外
の
書
は
皆
よ
し
と
お
も
ふ
べ
し
。
か
れ
を
と
り
こ

れ
を
と
り
せ
ら
れ
た
る
に
て
は
、
み
る
人
の
癖
意
に
て
、
お
ほ
や
け
の
論
の
た
ゝ

ぬ
也
。

94	

『
源
氏
物
語
』
は
名
文
い
ふ
ま
で
も
な
け
れ
ど
、
元
来
婦
人
の
作
故
、
大
体
よ

わ
し
。
そ
れ
を
ま
な
べ
ば
、
う
き
と
こ
ろ
は
、
な
ら
は
ず
し
て
よ
わ
き
所
を
な
ら

ふ
。
大
丈
夫
の
男
子
、
婦
人
の
ま
似
を
す
る
こ
と
い
か
な
る
こ
と
ぞ
や
。
先
達
も

い
ま
だ
こ
の
境
を
ま
ぬ
が
れ
た
る
を
き
か
ず
。
お
の
れ
ひ
そ
か
に
古
人
未
発
の
卑

見
を
得
た
る
こ
と
、
自
負（
マ
マ
）た
れ
り
。

95	

本
居
風
の
道
は
か
り
に
も
尊
ぶ
べ
か
ら
ず
。
つ
く
り
も
の
に
て
、
よ
に
い
ふ

山
師
に
似
た
り
。
た
ゞ
説
註
を
と
ふ
と
ぶ
べ
し
。

96	

書
を
よ
む
に
は
た
ゞ
歌
よ
む
た
め
を
む
ね
と
し
て
、
こ
の
文
句
そ
の
意
味
を

歌
に
つ
か
は
む
と
す
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
読
書
お
の
づ
か
ら
腹
中
に

入
。
そ
の
心
な
く
し
て
書
を
よ
め
ば
、
食
物
の
形
を
み
て
味
を
論
ず
る
が
ご
と
し
。

書
は
、
物
取
て
つ
か
ひ
様
を
し
ら
ず
し
て
は
、
何
の
益
な
し
。
学
医
の
匕
の
ま
は

ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
尤
な
る
こ
と
也
。
こ
れ
学
問
の
さ
ま
た
ぐ
る
に
あ
ら
ず
、
書
に

溺
せ
ら
る
ゝ
也
。

97	

歌
は
読
書
三
分
、
執
行
二
分
、
よ
む
こ
と
五
分
と
す
べ
し
。
学
問
執
行
か
て

ば
、
歌
お
の
づ
か
ら
の
び
ら
か
な
ら
ず
。

98	

里
人
し
こ
み
に
せ
ん
と
す
る
は
、
甚
不
心
得
也
。

99	

今
の
よ
歌
を
評
す
る
に
、
理
屈
が
お
ほ
く
、
理
屈
を
は
な
れ
て
は
又
窮
理
を

い
ふ
。
歌
は
草
木
の
花
の
ご
と
く
理
外
の
も
の
に
て
、
草
木
意
味
は
草
わ
り
て
い

は
れ
ぬ
と
こ
ろ
あ
り
。
木
を
わ
つ
た
と
て
、
木
の
中
に
花
の
な
き
が
ご
と
し
。
可

解
不
可
解
を
則
幽
玄
と
い
ふ
。
可
解
の
意
は
わ
か
つ
て
も
、
不
不
（
マ
マ
）解
所
を
得
た
る

人
な
し
。

100	

『
万
葉
』
は
『
詩
経
』
に
似
た
り
。『
古
今
』『
後
撰
』
は
唐
に
ち
か
し
。
貫

之
・
躬
恒
は
李
杜
の
ご
と
し
。
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よ
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研
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成

果
の
一
部
で
あ
る
。


